
輸入外材の構造 (No. 16) 
組織研究窒(1)

力ポール材の構造

(1)木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊仲

1.一般

(1) 名称

市場名:カポール (Kapor).

カプール (Kapur)

学名 :Dγ'yobalanops aromatica GAERTN. 

f. 

(フタノくカキ科. Dipterccarpaceae) 

(2) 概説

カポーノLの名前で，取引きされている木材には

上記学名のもののほか，同属の幾種泊、の樹材が合

まれている。主産地はボルネオであるが，スマト

ラおよびマレーにも分布する。さらに比島南部に

もごくわずか分布するとし、う。本章脳の香りに似た

f剖討を産するところから，日IJ名 Borneo camphorｭ

wocd とも呼ばれ〔ただし. D. keithii の木材は香

りがなく Kapur merah と呼んで区別している).

わが国でも竜脳樹として知られているのまた，原

産地では以下の記載の中にもみられるように樹積

ごとの名前も用いられている。いずれも類似した
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木材で，製材J11については厳正な樹種識別jは困難といわれている勺この点については，筆者らはし、まだ十

分検討していない。しかし，この記載の供試材は，カポーノレ類の代表樹種の一つで、ある標記学名の Kapur

peringgi と鍬定された棟本(林試材鑑 No. 3611) についてのものであるのまた，前号で指摘したアピトン

類との識別拠点についての記載は，このほかに Kapur minyak (D. beccarii DYER.) および Kapur paji 

(D. lanceolala BURCK.) を加えた 3 種であり，アピトン類は，すでに報告した Chhoeut白!， Yang および

真正 Apitong の 3 稲との間で検討した結I_j~のものであるの

カポーノレ材は，樹種と産地との関係、によって，かなりの材質的な隔があるといわれるが， クルイン

(Diρterocarþus spp.) に比べて，一般的にはやや重艇かっち密で，耐久性や強度もまさっている。しかし，

水中や接地すると耐久性は低 Fする。また，ときどき心腐れやピンホーノLなどの欠点をもつものがあり，

収縮率も大きいので注意を要する。用途は，水湿や 1:に触れない部分のあらゆる種類の建築材，床板，車

刷用材，家具材などに用いられる。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の区別は明りょう，辺材は淡黄白色，心材は赤褐色η 生長輸が認められるつ木理は通

i直(交走する樹種もある)，肌日はやや疎，階段構造をもつの芳香をもっているが， 乾燥材では著しくな

い。やや重磁，気乾比重 0.84。

(2) 顕微鏡的構造

a) 木材の構成要素の概田r，.

道管，仮道管，真正木繊維，前h :;JJ向柔組織，放射組織および垂直細胞間道からなる。基礎組織および放

射組織の訓11胞はやや不整ではあるが，階段状に配列してリップノレマークをつくる。

各構成要素の割合は，道管 31.02%， t'UE木繊維 48.31%，拘h1J向柔組織(仮道管を含む) 9.02%，放

射組織 1 1. 60%，垂直細胞間道 0.05%。

b) 道管

孤立するか，または主として 2 個あて，斜め方向あるいは放射方向に接続してほぼ均等に分布するつ

1mm2 における分布数は 7~12 個。ときどきチロースをもっ。管孔の}\側または両側を放射組織に接す

る。孤立管孔は円形，広卵形ないしは広楕円形，直径は放射)j向で 110~280μ，接線方向で 90~230μ，

ただし，ときとして 50μ 内外の阪端に小径のものも 11\現する，膜厚 3~4μ。道管要素の長さ 200 ~ 800 

μ，単せん孔， せん孔板はやや傾斜する，舌状部および尾状部をもつものもある。膜孔は不整な交互配

列， j貰径は水平方向で 4~5μ，上下方向で 3~4μ，孔口は長惰円形"

c) 1反道管

周囲状{反道管として，道管の}.'i)辺に分布する。函:径 25~40μ，膜厚 2μ，長さ 500~1 ,000 110 
d) 真正木繊維

材の基礎組織を形成する。木口面における細胞の形状は丸味をおびた不規則な多角形， j直径は 15~25μ，

膜厚は 5~7μ で，はなはだ厚膜，膜孔は比較的多数，長さ 1 ， 300~ 1 , 600~2 ， 100110 

e) 軸方向柔組織

|悶状，短接線，帯状および散在柔組織からなる。帽状柔組織は，多くは 1~2 刺11)1包層をなすが，ときと

して不整な小さい翼状に発達しているものがある。短接線柔組織は，多くは 1 細胞層，ときとして 2~3

細胞層にわたる部分を含むものもある。硝状柔組織は 3~5 細胞層をなして配列し，同心円状に配列する

垂声細胞間道を包んでいる，ただし，この柔組織はしばしば断続して，局部的には短L 、接線状ないしは小

塊状に観察されるものが応る。散在柔組織は，僅少かつ不規則に散布するが，ときどき放射組織に沿って
出現するものもある。おのおのの細胞は，直径 20~35μ，膜厚 1~1. 5μ， 長さ 80~250μ， 内こうに粒

状の樹脂様物質を含む。

f) 放射組織
単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 1~30 細胞高， 多くは， 直立細胞と平伏細胞とから
なるが，ときどき直立細胞のみからなるものが出現する。多列放射組織は 2~3(4) 細胞l陪， 13~87 細胞
高，長さで 400~2.050μ，単列部は一般に短いが， 両端部のみでなく， ときどき中央部にもこれをもつ

ものがある。多列部は主に平伏細胞からなり，単列部は直立細胞または方形ないしはそれに近い形状の細

胞からなる。細胞の内こうに樹脂機物質を含む。
g) 垂直細胞間道

帯状柔組織中に，これと平行に 1 列に並んで配列する。すなわち，長い円孤状配列をなすが，柔組織と
ともにしばしば断続し，そのため局部的には，短接線状あるいは散在するように観察されるものが出現す
る。細胞間道の直径は 40~100μ，エピセリウムはやや厚膜。



輸入外材の構造 (No・ 17)
組織研究室ω

マンガチャブイ材の構造

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

(1) 名称

市場名:マンガチャプイ CManggachapui)

学名 : Hopea acuminata MERR. 

〔フタパカキ科，Dipterccarpaceae) 

(2) 概説

比j誌の木材市場でマンガチャプイの名称で取り

扱われている木材は，上記学名の樹種であるつし

かし，このほかに，同属の H. Foxworthii および

H. philippinensis の学名の樹種も，近似した木材

を生産するので，これらも同一名称のもとに取引

されていると L づ。ただし，この記載は，前記，

代表樹種(林試材鑑 No. 2149) についてのもの

であるの

本穫は，パプヤン島，ノレソン島北部からミンダ

ナオtLにいたるほとんどの地域にわたって広く分

柾目面 x 50 

,..-
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布するが，大量には1'.]. られないと記載されている。 大高木で. T宣径 90~100cm におよび. 20削に達す

る通直な円筒状の樹幹が得られるとし、う。材は，乾燥性良好(品質はややおちる)， 力11工も容易，釘の保

持力も大であるO 室内用としては非常に耐久性があるが. 1:変地して用いる際は低下する勺

一般の高級建築物に用いられ，扉，窓艇，梁材・，桁材，接地しないれ，その他造船材，家具，キャビネ

グトなどに用いられるの

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材η 辺・心材の区別は顕著でない。心材は淡い)災黄色で後に賞制色に変わる，辺材は心材より淡色

で，その1隔は狭いη 生長輸は不判明η 木理は通直か，わずかに交走し， しばしば波状をなすο 肌目は精。

光沢がある。やや重硬，気乾比重 0.72 0

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概|時

道管， {.反道管，真正木繊維，軸方向柔組織，放射殺l織および垂直細胞間道からなる。構成要素の割合

は，道管 28.56%. 仮道管 0.85%. 主主正木繊維 46.97%. 軸方向柔組織 12.38%. 放射組織 10.98%.

垂責細胞間道 0.26% 。

b) 道管

孤立または 2. 3 個あて，放射方向，斜)j面および接線方向に複合して散布するが，ときどき 3 個以上

不規則に復合したり，集合するものが為る。 1 mm2 における分布数は 7~18個，チロースをもっ。孤立

管孔は，円形，広楕円形または広卵形で，直径は放射方向で 70~270μ，接線方向で 70~240μ。道管要

素の長さ 200~550μ，単せん子L せん孔版は水平かわす'かに傾斜するO 膜81は交互配列. 1.良孔の直径は

水平方向で 5~6μ，繊維方向で 3~4μ，孔口は太い線状n

c) 仮道管

JM回状仮道管として，おもに線合管孔の)川辺にわずかに存在する。木口問における形状は不規則な多角

形，そのI直径は 30~60μ，膜厚は 3~4μ，長さ 330~600μ。

d) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。木口商における形状は多角形， 直径は 20~30μ，膜厚 3~5μ，長さ 880~

1.480~1. 960μ。

e) 軌方向柔組織

周囲，連合翼状，翼状，帯状および短接線，散在柔組織からなるo J，'tl閏柔組織はおもに 2~3 細胞層を

なす，連合翼状柔組織は 2~数個の管孔を連ねて配列する，翼状柔組織はときどき出現するが，やや不整

な形状をなす， irJ状柔組織はおもに 10 細胞層以下で，垂直細胞間道を内包し，また，ときどき道管に接

合する。短接線柔組織はやや不整な配列をなすが，出現数は比較的多L、，散在柔組織は基礎組織中または

放射組織に沿って散布するo 各細胞は，直径 20~50μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 80~250μ。

f) 放射組織

単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 1~1O細胞高，直立細胞と平伏細胞からなる。多列

放射組織は 2~4 (5) 細胞IÞlli. 9~32 細胞高，長さで 200 ~ 900μ， 多くは平伏細胞からなるが，上下の

両端部ときとしては周辺部にも，方形ないしは直立細胞をもっ，方形細胞は多列部にもしばしば出現する

が，ときどき方形の結晶を含む，また，樹脂様物質を含むものもある。

g) 垂直細胞尚道

帯状柔組織中に長い円孤状に配列するが， ときとして断続する。間道の直径6O~110μ。



輸入外材 の 構造 (No. 18) 

組 織 研 タ』
フU

室(1)

ガ ギ 11.- 材の構造

1.一般

(1) 名称

市場名:カ司ギーノレ (Gagil)

学名: Hopea sangal KORTH. 

(フタパガキ科， Dipterocarpaceae) 

(2) 概説

ガギーノレの真正な樹種は，標題記載の供試材

(林試材鑑 No.4112) と同じ上記学名のものとさ

れている。しかし，市場で同一材名で取り扱われ

ている木材は 1 種ではなく ， Balanocarpus 属，

Hopea 属および Shorea 腐の幾種かが含まれてい

る。たとえば， HOWARD はボルネオから生産され

ているカギーノレ材の主要樹積としてつぎの 4 種を

あげているが， そのほかにやはり Balanocarpus 

属である Banjutan(B. mult~江~orus(BURCK.) SYM.) 

も Gagil として知られていると記載している。

Gagl: Hopea sangal KORTH., H. sp.; Gagil 

Puteh : Shorea sp. , S. gratissi隅a DYER.。実際に，

北ボルネオではガギーノレ材には材質的に Whit巴

seraya と Selangan batu の中間的な硬さを示す

板 目 国 ﾗ 50 位 目 面 X 50 

、
ノ

守
'
a
­

〆
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，
、

木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸
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木材が含まれている場合が多く，したがって， Selangan batu No. 2 と Gagil の両者間では，相互に混

同されている場合がしばしばであるとしづ。しかし山で、はI局者の区別はできるとされている。また，サラ

ワク・プノレネイでは Hoþea sangal の木材も Selangan (Ho�ea spp.) の材名のもとに取り扱われており，

なかなか複雑である。筆者らは，上述の木材についてはし、まだ十分検討していないので，それら相互間の

識別点については明らかにしていないυ しかし，真正の力闘ギーノレ材は， lIl'i微鏡的構造の記載のなかに示し

たように，特異な形態をした放射組織(とくに板自国)の特徴によって，顕微鏡的には他の木材と区別で

きるといえるようである。

ガギーノレ材は，一般に堅軟中庸で，製材・加l工も容易，仕上もよ L 、。乾燥速度は早くないが，乾燥のた

めにでる欠点もあまりなし、。耐久性もあり，強度も比重に比べると高い。材質 L 家具・建具・指物用材

として良いとされているO

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。生長輸は不19J りょう，ただい垂直細胞間道線および必礎組織中を走る同心円状の暗色の帯線

がよく 1包l'jlj した木口両では斗輪状に見える。生材時は辺・心材の|又別はないが，後に心材は淡掲色を帯び

た黄色に変わる。交鈴木理。肌目はやや約。鈍削面には光沢がある。気乾比重 0.580

(2) 顕微鏡|下j構造

a) 構成要素の概時

道管，仮道管，真 iE木繊維，前h;j向柔組織，放射組織および垂直納JJ包 1111道からなる。各要素の構成割合

は，道管 18.65%，仮道管 0.24%，真11:木繊維 59.56%， 'l4h方向柔組織 7.57%，放射組織 13.88，%"垂

直細胞間道 0.10%。

b) 道管

多くは，孤立かまたは 2， 3 個(多くは 2 個)あて，放射方向あるいは斜め方向に複合して散布するが，

ときとして数個あて放射力|匂に接続するか，あるいは斜め)jJ削こ 3~4 伺あて近接して配列する。ほとん

どの管孔が片側またはr.4j側を放射組織に接するo チロースをもっ。 1 間叫における分布数 6~17 個。孤

立管孔は，広楕円形または広卵形，その庶径は，放射)j向で 70~21O μ，接線)j向で 50~160μ，膜厚は

2 ~2.5μコ道管要素の長さ 200~500 1-'，単せん孔，せん孔版はゆるく傾斜するか，ときに水平。膜子Lは

交互配列，膜孔の直俺は，水平方FíJ で、 6~7μ，織維 )j向で 3~5μ，孔口は長楕円形。

c) 仮道管

J;'，j囲状仮道管として，複合管孔の周辺，または近接する管孔相互のrw，ときとして孤立管孔にも持続し

て存在する。木口面での形状は不規則な多角形， j酎宅は 20~35μ，膜厚は 2~2.5μ，長さ 350~750μ3

d) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。木口閣で、の形状は丸味をおびた多角形，直径 20~40 山 膜厚は 2.5~3μ，

長さ 780~ 1, 190~ 1 ， 500μ。

e) 羽h方向柔組織

周囲，連合翼状，帽状，滞状および散在柔組織からなる。問問柔組織は，おおむね 1~2 細胞層をなすが，

ときどき不規則な形状に配列する。連合翼状柔組織は，かなり不整な配列型をともなうものが多L 、。帽状

柔組織は周囲柔組織の一部分が欠除したようなものが大部分で、あって，見かたによっては周囲柔組織とも

いえる。 帯状柔組織は 5~~7 細胞層をなし，垂直細胞間道を内包する。 各細胞は， j直径 20~40μ，膜厚

1~1. 5μ，長さ 70~320μ。

f) 放射組織

単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 1~11 細胞高で， 直立および平伏細胞からなるn 多

列放射組織は 2~4 細胞幅， 8~91 細胞高， 長さで 220~1 ， 330μ，上下両端の単列部およびときとして

中央部に出現する単列部は方形ないしは直立細胞からなる，多列部は平伏細胞が多いが，ところどころ大

型の方形細胞をまじえる，とくに板目面において， 1 細胞で上下の多列部とほぼ等しい幅をもって篠合す

る大形の細胞があって特徴的である。細胞の内こうには， しばしば方形の結晶を含む。

g) 垂直細胞間道

帯状柔組織中に出現，長い円孤状配列をなす。 細胞間道の直径は 30~80μ， 内部に白色の樹脂様物質

を含む。
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輸入外材の構造 (No・ 19)

組織研究室ω

ダークレ '1 ドメランチィ材の構造

1.一般

(1) 名利

市場名:ダークレヅドメランチ 4

(Darkred meranti) 

学名: Shorea pauciflora KING. 

(フタベカキ科， Dipterccarpaceae) 

(2) 概説

ダークレッドメランチィという名前は， マラ

ヤ，サラワク， ::ftボルネネその他で， Shorea 属の

樹種から生産される木材のうち，とくに濃赤色を

呈する木材の代表材名として用いられているもの

である。したがって， 1 種類の樹種からの木材

を指すものではない。主として S. pauciflora お

よびその他の比較的少数の樹種から生産される木

材である。また，おのおのの生産国ではいろいろ

の地方的な呼び名がつけられている。たとえば，

マラヤではネメス (Nemesu) という材名で，上記

S. pauc(江'l.ora と S. Curtisii その他の類似材を合

めて取りタえっているようであり，北ボルネオでは

面 λ50

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸
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オーバスノレック (Oba suluk) として，やはり S. pauc~仲間その他類似の木材を取り扱っている。さら

に，サラワク・ブ、ノレネイではメラカ (Meraka) と Lづ材名がつけられており， Meraka bunga と呼ばれ

るレッドメランチ f 類を|ぎ，JIJ して取り扱われている。この地域では，その樹種は少ないが，ダークレッド

メランチ 4 すなわち，メラカはほとんどの森林で、代表1']''1な樹種となっているといわれる。

ところで，筆者らのfI]\，、た標題記載の供試材は，この樹材の代表樹種である S. 抑uc~仲間 KING で，

林試材鑑 No. 3636 であるO

ダークレッドメランチィ材は，すでに報告した，比1(llj産のタンギーノレ材 (No. 5) と，材色その他の諸性

質が酷似していることは，上記両者の記載を対比すれば明らかである。木材の解剖学的性質などで多少の

相違点も認められるが，変異性について十分検討していないので，両樹種問の識別点についてはいまだ結

論的なことはし、えないリしかし，一般的にはダークレッドメランチ f 材の)jが多くの樹種を含むだけに材

質のl陪も大きいといえる。用途としても，また，タンギーノレと同様で，化粧凡j材としての価値が高く，家

具，内部装飾用，車1制川，床板，合板，造船用材などとして広く用いられる。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の|ぎ別はおおむね明りょう。辺材は以潟色，心材は陪赤掲色。生長輸はないが，よく

鈎削した木口商では同心円状に配列する垂直細胞間道の白線が認められる。その配列線相互の間隔は 2~

15 問問。木理は交錯してリボン奈を構成する。肌目はやや疎。材は堅軟中庸。気乾比重 0.690

(2) 顕微鏡的構造

a) 木材構成要素の概時

道管，仮道管，真正木繊維，軸方向柔組織，放射組織および垂直細胞間道からなる。構成要素の割合は，

道管 26.11%，仮道管 0.92%，真正木織維 45.08%，木部柔組織 8.46%，放射組織 18.44%，垂直樹n胞

間道 0.99%。

b) 道管

孤立または 2.~3 個〔まれにはそれ以上)， 多くは 2 個あてに放射方向， 斜め方向，ときとして接線方

向に複合し，ほぼ均等に散布する。 1 刑制2 における分布数 3~8 個コしばしばチロースをもっO ほとんど

の管孔が両側または片側を放射組織に接する。孤立管孔は不整な広楕円形ないしは広卵形，または円形，

直径は放射方向で1l0~420μ，接線方向で 100~360μ，膜厚 4~7ん 道管要素は，長さ 200~600μ，

単せん子しせん孔板はほんのわずか傾斜する。 膜孔は不規則な交互配71)， 膜孔の直径は長径 6~7μ，短

径で 5~6μ，子L口は円形または楕円形で， 直径は長径で 3~4μ，短径で1.5~2μ3

b) 1反道管

周囲状仮道管として出現するが多くは複合管孔の周辺に数個~10 個内外ずつ集合して配列， ï在径 25~

75μ，膜厚 2~3μ，長さ 450~600μ。

c) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。細胞は直径 30~50μ，膜厚 3~4μ，長さ 1 ， 100~1 ， 500~1 ， 800μ。

d) 軸方向柔組織

周囲・帯状・短接線および散在柔組織からなる。周囲柔組織は 1~2 制Ill!旬屑り帯状柔組織はほぼ 4~8細

胞層をなし，同心円状に配列する垂直細胞間道を内包する。短接線柔組織は 1~2 細胞層をなすが，出現は

比較的少なL 、。散在柔組織は単一のものが多いが，とくに放射組織をはさんで散布するものが目だつ。こ

れらの木部柔組織中にはところどころに結晶を含むビール樽状の細胞が存在するO 各細胞は， 直径 15~

30μ，膜厚 2~2.5μ，長さ 20~330μ，多くは内こうに樹脂様物質を含む，

e) 放射組織

単列および多列放射組織からなるO 異性。単列放射組織は 1~20細胞高， "Iz伏細胞と I責立細胞からなる

が，ときとして後者のみからなるものが出現する。多列放射組織は 2~4 列， 1O~80細胞高，長さにして 275

~2 390μ，多くは平伏細胞からなるが， f町端または辺縁部のところどころにi町立制11胞が存在する。両放射組

織の細胞とも多くは内こうに樹脂様物質を充満しているが，また，ときどき結晶のみを含むものがある。

f) 垂直細胞間道

帯状柔組織中に同心円状に 1 列に並列する。f/iJ道の直径 40~150μ。



輸入外材の構造 (No・ 20)

組織研究室(り

イエロウメランチィ材の構造

(1) 木材部材料科組織研究室小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名利t

rli場名:イエロウメランチイ

(Yellow meranti) 

学各 : Shorea resina-nigra Foxw. 

(プタパガキ科， Dipterocarpaceae) 

(2) 概説

イエロウメランチ f の名称で桜り扱われている

木材を生産する樹種は Shorea 属のおよそ 9 種ほ

どがあげられている。これらの樹種はマレー，ス

マトラ，ボノレネオなどに分布しているが，イエロ

ウメランチィの材名が府いられているのはマラヤ

とサラワクが主で，その産地のいかんによって別

の材名で取り扱われている。たとえば，サラワ

ク， フソレネイでは，地)j的にはラン (Lun) とかラ

ンクニン (Lun kuning) と呼ばれることの力がむ

しろ多いという。また，ゴt;ボノレネオではセランガ

ンカチヤ (Selangan kacha) の材名がJ1h 、られ

ている。一方，マラヤで、は，この樹種からダマー

ノしを採取するところから別にダマーノレヒッタム
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(Damar hitam) とも呼ばれている。 さらに，前記サラワク，フツレネイの市場では，ホワイトメランチ 4

(White meranti) の材と区別しない場合もあるといわれている。

イエロウメランチ f 類の材は，いずれも淡黄色ないしは黄潟色系の色を呈しているが， ときとして桃赤

色をおびたものもあると Lづ。一般に比較的軽軟で， 7 {リッピン産のイエロウラワン類とも類似してい

る。しかし，顕微鏡的構造においては，水平紺l胞間道をもっ点で，イエロウラワン類およびホワイトメラ

ンチィ類と相迭している。また，上記類似材のおもな樹材にみられるようなシリカを含む材はなく，製材，

加工も容易である。

したがって，用途も広く，軽建築用材，指物用材，家具用材，合W. 床板その他に用いられる。以下，

標題記載の供試材は s. resina NIGRE と鑑定された林試材鑑 No. 3636 である。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。生長輸は不IVj りょう。辺・心材の区JJIjはllj然しなL 、。材は淡)火黄色。木理はわずかに交錯する

かあるいは交走する。肌目はやや疎。鈎削面には光沢がある。材質はやや軽軟。気乾比重 0.600

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概脈

道管，仮道管，真正木繊維， ijq!t方向柔組織，放射組織および細胞間道からなる。構成要素の割合は，道

管 19.48%，真正木紘維 56.39%，木部柔組織 (1反道管を含む) 7.20%，放射組織 16.60%，垂直細胞間

道 0.08%。

b) 道管

多くは孤立，ときどき 2 個あておもに放射方向に複合して，ほぼ均等に散布する。 1 mm2 の分布数 3~6

個。ときどき l(g)未状のチロースをもっO 多くはJi側またはl'可側を放射組織に抜触する。孤立管孔は円形ま

たは広楕円形，ときとして卵形ないしは楕円形，直径は放射方向で 160~300μ，傍線方向で 100~240μ。

脱厚 4~6μ。道管要素の長さ 200，~600μ，単せん孔，せん孔放は水平かわずか傾斜，膜孔は不規則な交

互配列，膜孔の直径は，長径で 8~12μ，短径で 4~6μ，子L口は棒状で，長径 6~8μ。

c) 仮道管

周囲状仮道管として，おもに復合管孔の}~，'1辺に若 I 個あて出現する。 直後は 30~~50μ，膜厚 2~3μ，

長さ 350~，600 ん

d) 真正木繊維

材の基礎組織を構成するっ I宣径 15~25μ，膜厚 2~2.5μ，長さ 900~1 ， 300~ 1 ， 800μ。

e) 軸方向柔組織

帽状，翼状，連合翼状， 部状， 短接線および散在柔組織からなる。

帽状柔組織は 3~4 細胞層をなし，翼状柔組織は不顕著，連合翼状柔組織はあまり長くは統かずむしろ

帽状柔組織が 2， 3 連なったようなものが多い。周囲柔組織は 1， 2 細胞l隔をなすが，完全に管孔を包む

ものはまれである。帯状柔組織は 6~10細胞層をなし，同心円状に配列する垂直細胞間道を内包する。

短接線柔組織は 1~2 細胞層をなし，放射組織と放射組織の聞に分布するが出現は少なし、。散在柔組織

の出現はきわめてまれ。

各細胞の直径は1O~40 /1，膜厚 1~1. 5μ，長 40~170μ，ときどきシェウ酸石灰の結品も内包する。

f) 放射組織

単列および多列放射組織からなる。異性。単列放射組織は 1~10 細胞高，平伏，直立の両細胞からなる

が，ときとして直立細胞のみからなる。多列放射組織は 2~6 細胞幅， 8~50 細胞高，長さで 200~880μ，

多くは横臥細胞からなるが，上下両端の単列部，ときとして周辺部に直立細胞またはやや大形の細胞をも

っO ところどころに 1~2 個の水平細胞間道をもつものがある。また，細胞内こうには樹脂J薬物質を含む

ものが多いが，ときどきシユウ酸石灰の結晶を含む。

g) 細胞間道

帯状組織中に 1 列に並列している垂直細胞間道と，ところどころの放射組織中に 1~2 個あて存在する

水平細胞間道の両者をもっ。前者は直径6O~90μ，エピセリウムは薄膜。後者は直径 40~50μ，泡沫状

のチロソイド発達。



輸入外材の構造 (No. 21) 

組織研究室川

ダオ材の構造

板目面 X 50 

(1) 木材部材料科組織研究室小林弥一・須川豊仲

1.一般

(1)名称

市場名:タオ (Dao)

学名: Dracontomelum dao (BLANCO) 

MERR. et ROLFE. 

(ウノレシ科， Anacardiaceae) 

(2) 概説

夕、オ材は比島に分布する Dracontomelum 属か

ら生産される木材である。同属の樹種は比烏 rこ 3

種あり ， !J オのほか，ラミオ (Lamio : D. edule) 

とウラントブク CUlandog: D. sylvestrりがあ

る。さらに，同属類似の材は，ボルネオ，ニュー

ギニヤ，マラヤ， ビノレマ地方にも分布している。

タオと L 、う名前はもともと，一種類につけられた

名前であるが一般の市場では，すべてをダオとし

て取り扱う場合が多いようであるつしかし，この
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木材が比白2から米国市場へ輸出されている'も!のにはパラダオ (Paladao). この材を表面にした合板が欧州

市場においては，フレンチ・ウオノレナフト合板と名付けられて取引され，また，ニューギニヤ産のものをニ

且ーギニヤ・ウオノレナットとか，オリエンタルウッド，ギニヤウッドなどという名もつけられている。

わが国の市場では， ダオ (Dao) あるいは， レオ (Leo) とも呼ばれているようである。比島では， ノレソ

ン，ミンダナオ， パラワン地ブjから多く生産される。常緑の高木-c?ïl直径 2m にも迷するものがある。 校

下高 10~15m. 根張りは顕著に発達し，その高さが 8 閉にもおよぶものがある。辺材がとくに多く，厚

さ 20-30 cm に達する。辺材は淡赤色，心材は灰色かH音緑黄色で，その中に不規則な泉L 、同心円状の帯を

もっ，このため，縦断面では黒い縞模様ができ，これが装飾的価値を高め，好んで装飾材に用いられる理

由である。強度も比較的強く，強じん，工作はやや困難，仕上り良好，内部工作としては耐久性がある。用

途は，もつばら装飾材として，合板，家具，キャビネット，床板，などに使われる。最-近，わが国で・は， と

くにつき板として賞用されている。この記載にJlJl 、た供試材は真正なダオである林試材鑑 No. 2110 で，

参考資料としてその他を月Jl 、た。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。生長輸は不IYJ りょう。ただし，同心円状に出現する黒色の紺Il 、精線が年輪模綾を形成する。辺

心材の区別は明りょう， 辺材は厚さ 20~30cm で淡赤色， 心材は灰褐色~緑黄色，道管の中には黒褐色

の着色物質を含む。交鈴木理，ときには波状木理を構成する。道管は大きいが級密。においと味はなし、。

光沢がある。堅さ，重さとも中庸で，気乾比重 0.72 (0.74) 。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概|路

道管，真正木繊維，繭hブj向柔組織および放射組織からなる。各要素の割合は，道管 7.36%. 真正木繊

維 67.51%. 軸方向柔組織 6.40%. 放射組織 18.73%。

b) 道管

道管の配列は散在状，おおむね均等に分布する。多くは孤立するが，ときどき 2~3 個複合する。 1 mm2 

における分布数は 1~4個3 管孔の両側，もしくは，片側を放射組織に接する。孤立管孔はおおむね円形，

ときどき楕円形，径は，放射ln向で 150~330μ，接線方向で 150~280μ，膜厚 3~4μ。道管要素は，長

さ 200~550μ， 単せん子しせん孔板は水平か，わずかに傾斜するo 膜孔は交互配列，膜孔の輪郭は比較

的大きし規則正しい六角形を呈し，その径は 9~13μ，孔口は俸状，その長さは 3~6μ。

c) 哀正木繊維

材の基礎組織を構成する。細胞の直径は 16~32 品膜厚 2.5~5.5μ，長さ 81O~1. 325~ 1.755μ。

d) 刺l方向柔組織

周囲および翼状柔組織からなる。周囲柔組織は数細胞!隔をなして管孔の周囲をとりまいているが，完全

にとりまくものはほとんどない。翼状柔組織は不整な形状をなす。細胞は直径 20~32μ，長さ 80~190μ，

膜厚 1~1. 5μ。

巴〕 放射柔組織

単列および多列から成る。異性。単列放射組織は，おもに直立および平伏の両細胞からなるが辺縁部は

ほとんど直立細胞からなる。 1~10 細胞高。多列放射組織は 2~3 細胞l陪，先端部，まれには中央部にも

1~3 細胞高の単列部をもっ. 7~45 細胞高，長さで 200~1 ， 200μ。

多列部はおおむね平伏細胞からなるが，単列部は直立ないしは方形細胞からなる。細胞内 ζ うにはとき

どき方形のシユウ酸石灰の結晶および樹脂様物質を含む3



輸入外材の構造 (No. 22) 

木口面 x 30 

板目面 x 50 

(1)木材部材料科組織研究室小林弥一・須川豊伸

組織研究室ω

1.一般

(1) 名称

市場名:ジェノレトン(Jelutong)

学名: Dyera cosfulafa HOOK. f. 

(キョウチクトウ干ヰ， Apocynaceae) 

(2) 概説

ジェルトンと呼ばれる木材を産する樹種として

は，標記学名のものと同属の D. lowii HOOK f. 

の 2 種が知られている。ただし，この木材構造の

記載は前者の試料(林試材鑑 No. 3626) による

ものであるつ

ジェノレトンの原産地としては，マラヤ，スマトラ

およびボルネオがあげられているが，マラヤでは

前者が，ボルネオでは両者がよく知られているr

また前者は，平地や海抜 400m 内外の丘陵地に生

育しているところから，とくに Hill jelutong と

も呼ばれ，後者は，低い沼沢林に生ずるので，と

柾目面 x 50 
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くに Swamp jelutong と呼ばれているのこの樹種は，用材としてより，むしろチューインガムの原料とな

るラテックスを採取する樹木として有名である。その目的のため，北ポノレネオでは両種とも現在伐採を禁

止，保護しているとし、うの北ボルネオではおもに東海岸に|恨られているが，サラワクではいまだかなり豊

富のようであるの

Hi11 jelutong は直径 2m 余， Swamp jelutong はI貞径 1 附にも遠する高木で，両者とも円筒状の長幹

材を産するが，根張はないのいずれも，軽軟，均質の木材を構成する。この材は製材，加工とも容易であ

るっ乾燥性もまた良好であるが，注意しないと変色したり，虫害をうけやすいn しかし，腐朽しやすいと

いうことはないの

その有する材質から，模型， 1由i板，箱材，蓄電池の隔離仮，マヅチ・鉛筆il拍木などに用いられる。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

放射孔性の散孔材。辺・心材の区別はない，淡寅白色。 tl二長輸は不明りよれただし，よく飽削した木口面

では暗色の細L、布線が年輪状に走っているのが認められるの木理は斉正っ肌自はやや疎。気乾比重 0.44。

(2) 顕微鏡的構造

a) 木材の構成要素の概時

道管，仮道管， *1由ブi向柔組織，放射組織およびごくわずかの放射乳管からなるの各要素の割合は，道管

7.36%，仮道管 62.04%，軸方向柔組織 6.57%，放射組織 24.03%，放射乳管 0.00%。

b) 道管

おもに 2~4 個， ときにはそれ以上も放射方向に複合するが， ときどき孤立するか，または不規則に複

合するつ 1 隅叫における分布数 0~8 個。 ときとしてチロースをもっO 管孔の径は， 放射方向で 120~

220μ，接線方向で 120~180μ，孤立管孔の径は一般に小さい，膜厚 2~3μ} 要素の長さ 440~990μ，単

せん孔，せん孔板は多少傾斜， ときに水平η 膜孔は交互配列，その直径は，水平方向で 6~10 向上下方

向で 4~6 片手L口はスリット状。

c) 仮道管

繊維状仮道管として材の基礎組織を構成するち横断面における各細胞の形状は，カ形に近い多角形で，

直径は 25~55μ，膜厚 2~2.5 ん膜孔はほぼ円形で，直径は 7~9μ，孔口は太い俸状， ときに凸レンズ

状。細胞の長さ 1 ， 160~1 ， 620~2 ， 080 ん

d) 取h方向柔組織

随伴散在柔組織および散在柔組織からなる。いずれも柔細胞ストランドをなす，前者は 1 細胞層で，疎

に分布し，後者は基礎組織中にほぼ均等に散布する。細胞のI直径は，放射方向で 20~36μ， 接線方向で

32~60μ，膜厚1.2~1. 5μ，長さ 55~350μ。

e) 放射組織

単列および 2~4 細胞幅の多列からなるη 単列放射組織は 1~14 細胞高，ほとんど直立細胞からなる

が，まれに平伏細胞を混じえるものがあるの多列放射組織は1O~40 細胞高，長さで 528~1 ， 936 /1，多列

部は平伏細胞，上・下，とき主して中央部の単列部は方形ないしは直立細胞からなる。また，主きどきこ

れらの単列部が多列部より長くなる。各細胞はじゅず状末端膜をもっつ紡錘形放射組織には，ときどき 1

~2 個の放射乳管を含むものがある。

f) 放射乳管

紡錘形放射組織のほぼ中央部に，ときどき 1 個，ときとして 2 個出現する。乳管の直径 40~60μ，膜厚

1. 5~2μb 
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輸入外材の構造 (No. 23) 

組織研究室ω

ビタンゴール材の構造

1.一般

(1) 名称

市場名:ビタンゴール (Bitanghol)

学名: Calophyllu刑 blancoi PLANCHON 

et TRIANA. 

(オトギリソウ科， Guttiferae) 

(2ì 概説

木口面 x 30 

ビタンコール材は， J:記学名の樹種からの木材

で比島に産するの Callophyllum 属の樹木は，熱帯

から亜熱帯におよんで広く分布しており，一般的

にはア νア地威から産するビンタンゴール (Bin ・

tangor) の材名で取り扱われているものや，南米

産の叶ンタマリヤ (C. calaba J.) が有名である、

また，わが国ではテリハボク (C. inophyllu桝L.)

がよく知られている。この樹種は，インド， ビノレ

マ，比島を経て，1'1'縦，小笠原島まで分布してい

る。比烏ではこれを Bitaog あるいは Palomaria，

インドでは Alexandrian IaureI と呼ばれている

板目面× 柾目面 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊仲
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が，マラヤ，北ボルネオなどでは他の同属の木材とともに Bintangor として取り扱われており， この属

の代表s(]樹種とされているのまた，インドネシヤでは同様の木材が. Metangur と呼ばれている。近年，

わが国に輸入された蘭領ニェーギニヤ産の Calゅhyllum 属の木材は，一般的な，ピンタンゴールの名前で

取引されたようであるつ

ところで，比自J産のピタンゴーノL は，ノレソン，ノミラワン，マスパトー， レイテ. 'ンダナオなどに広く

分布し，低~仁|二Ifなの 1 次林に産するが，蓄積はあまり多くないのまた，この木材は，本来の材名で取り扱

われる場合は少なく， レッドラワンに混入されて出材するのが普通といわれ，その点注意を要する。常緑

の高木で，直径 60cm. 校下高 12~18 問樹幹は通直，根張りはないη

材は，比較的強じんで，割れにくい、品質は多少低下するが人工乾燥も容易であるn 強靭で交錯木理の

ため，工作はやや間契し室内では耐久性良好で・，綾地しでも中庸の耐久性をもっ勺

用途としては，住，帆|ヰー，橋梁，造船およびボート，家具，キャビネット，ヰ~il!íljその他一般建築用材と

して使用されるη

木材構造の記載に供した試材は，標記学名の林試材鍛 No. 2159 である》

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

放射子{性の散孔材。生長輸は. ì農色の帯状柔組織によって顕著に認められる。また，この組織は板目面

や布1:日面では赤偶色の縞目として目だつ。辺・心材の区別はIYJ りょう， 辺材部は厚さ 2~4c刑で淡色，

心材は赤褐色の木理は交錯し，ときどき波状を呈する。肌日はやや粗。光沢はあまりなし、。やや堅硬，安、

乾比重 0.71 (0.50~0.68)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概時

道管，仮道管，真正木繊維，軸方向柔組織および放射組織からなるη 各要素の割合は，道管 14.12%.

仮道管 3.11%，真正木繊維 68.90%. 軸方向柔組織 3.83%，放射組織 10.04%。

b) 道管

管孔は，数個または 10 数個あて連なって，放射方向または斜1i向に不規則に配列して紋様をなすが，

複合するものはほとんどなし、。 1mm2 における分布数は 3~8 個コチロースがきわめて顕著。管孔の径は，

放射方向で 125~260μ，接線力向で 115~215μ，膜厚 1. 5~2.5 I-' o 道管要素は，長さ 390~800μ，単

せん子しせん引板はやや傾斜する今膜孔は交互配列，外'il1はおおむね円形， その径は 4~6μ，子l 口はレ

ンズ状あるいは俸状を呈するつ

c) 仮道管

紘維状仮道管として，道管の州閉または近般道管相互の問に存在する》細胞は直径 25~40μ，膜厚1. 5

~2.5μ，長さ 930~1 ， 420μコ

d) 冥正木繊維

材の基礎組織を構成する。細胞の内こうにところどころ樹脂様物質を含むものがある。直径 20~35μ，

膜厚 2.5~3.5μ，長さし140~1 ， 620~2 ， 080μっ

e) 軸方向柔組織

独立帯状柔組織のみからなる。 3~6 細胞層をなして配列するが，多少波状を呈する。細胞は，直径 20

~35μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 75~145μ，内こうに樹脂様の着色物質を充満するc

f) 放射組織

単列放射組織のみからなる。異性。おもに平伏およびI直立の両細胞からなるが，ときどき直立細胞のみ

からなるものも出現する。前者の直立細胞は辺縁部に存在するD 3~25 細胞高，長さで 116~580μっ



輸入外材の構造 (No. 24) 

組織研究室ω

ナラ材の構造

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:ナラ (Narra)

学名: Pterocarpus indicus WILLDENOW 

(マメ科， Legumino~ae) 

(2) 概説

ナラは比島に産する Pterocaゆus 属から生産さ

れる木材である。比島には同属の種がほかに 3 種

類あるが代表的なものは，ナラとプリック・ナラ

(Prickry narra: P. vidalianus R.) の 2 種類と

されている。前者は，広くマレー，ボルネオ地方

にも分布しており，この地域では Sena あるいは

Angsana と呼ばれている。 Pterocarpus 属の樹木

は広く新旧両大陸の熱常地域に分布して良材を産

し，一般的にはローズウッド (Rose wOoのある

いはパドウク (Padauk) の名称のもとに取り扱わ

れているものが多L 、。比島に産するナラは，一般

的には海岸のマングローフ林の背後や，海岸近く

の河岸林に生育している。 この木は，密林中に

柾目面 X 50 
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は，あまりなく，普通，疎閲された森林に多くみられ， 主産地としては， カガヤン， ミンドロ， ノξ ラワ

ン，アグサン地方などが知られているO 樹木は，落葉性の高木で樹幹の表面に不規則な蒋がよくできる。

普通， ï奄径 70~80cm， 校下高 12~15隅くらいになる。根張りは顕著，材の色調には，かなりの差があ

って，黄色から濃赤色のものまである。これは生育環境や産地の差によるもので， 北部ノレソン産のもの

は，一般に赤色，南部のものは黄色。また，生育条件の恐いものは赤色，良いものは黄色を帯びる傾向が

強いとされている。したがって場合によっては 1 本の樹幹でも中心部が黄色で，心材の外側が赤色のもの

もみられる。わが国にも，早くから;1命入されイエローナラとレッドナラに区別して取り扱われる場合もあ

る。いずれも乾燥性良好，工作容易，仕上り良好，耐久性もあり，白!蟻にも侵されがたく比島産材のうち

高級材として広く愛好されている。その用途は，高級家JL，キャビネァト，合板，ピアノ，率制，船舶の

内装材，その他工芸品などとして広く用いられる。この記載に用いた材は林試材鑑 No. 2105 で.参考資

料としてその他を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

やや不整な環孔材。生長輸はおおむねWJ りょう， しかし， ときには孔閣官官の管孔の分布がはなはだ粗と

なり不明りようとなる，また，よく飽削した木口面には117状柔組織による淡色の布線が密に認められる。

辺・心材の区別は明らか， 辺材は厚さ 2~8cm で淡色， 心材は淡黄色から濃赤色までのl隔がある。木理

は交走，波状，あるいは交錯するリ

放射組織によるリップルマークが認められるつ肌目は精~中庸，光沢はあまりなL 、。新鮮材には特徴的

なにおいがあるO 比重 0.52 (ただし幅があって，一般には 0.54~0. 73)., 

(2) 顕徴鏡的構造

a) 構成要素の概脈

道管，真正木繊維，倒的向柔組織， 放射組織からなるり各要素の割合は，道管 7.08%，真正木繊維

67.48%，軸方向柔組織 16.18%，放射組織 9.26%。

b) 道管

早材部に大きな道管が同心円状に配列し，晩材部に向かってしだし、に小さくなる。しかし，その分布は

一般に粗であり，しばしば，はなはだ粗となって孔闘をつくらない場合もある。晩材部の道管の配列は散

在状，孤立か 2~数個複合する。晩材部における 1 mm2 の分布数は 1~3 個，管孔の両側，あるいは，片側

を放射組織に夜ーする。管孔は，おおむね円形，楕円形あるいは広卵形。早材部の管孔の直径は放射方向で

240~380μ，接線方向で 230~290 ん 晩材部の管孔の直径は放射;j向で 100，"":"， 190μ，接線方向で 80~

190 此膜厚 1.5~3μJ 道管要素の長さは 135~340μ，単せん孔，せん孔板は水平かわす》寸こ傾斜する勺

膜孔は，交互配列，その輪郭は惰円形で，水平方向の径は 6~8μ，繊維方向の径は 4~6 J1.， 孔口は凸レ

ンズ状。

c) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。細胞は直径 20~40μ，膜厚1.5~2.5μ，長さ 780~1 ， 01O~1 ， 350 ん

d) 軸方向柔組織

翼状，連合翼状，帯状，散在柔組織からなる。翼状柔組織は不顕著。連合翼状柔組織は晩材部に発達し

ており，とくに挽材の終わりの部分で顕著。帯状柔組織は，早材の孔園部に存在して，数細胞層をなす。

散在柔組織は，ほとんどが方形のシユウ酸石灰の結品を含む多室結品細胞からなり，ほぼ均等に散布す

るO この多室結晶細胞は 2~10 個の室からなるが，ときどき柔細胞ストランドからなる他の柔組織中にも

出現する。細胞の大きさは直径 20~40μ，膜厚 1~1. 5μ。長さ 97~145μJ

巴〉 放射組織

単列のみからなるp'~J まれには部分的 2 列のものが出現する。同性。 2~12細胞高，長さで 115~235 吟

おのおのの放射組織は階段状に配列してリップ勺レマークを構成する，その層階の高さは 250~350μ。



輸入外材の構造 (No. 25) 
組織研究需(1)

力ランタス材の構造

板目前× 50

(1)木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:カランタス (Kalantas)

学名: Toona calantas MERR. et ROLFE. 

〔センダン科， Meliaceae) 

(2) 概説

カランタス材は比島に分布する Toona 属から生

産される木材である。比jみには同属のものがほか

に 2 種ある。いずれも断似しているがカランタス

がもっとも重要な樹種である弓 Toona属の樹種は

東南アジアの地域に広く分布し，相互に類似した

木材を生産しているが，産地によって，いろいろ

の名前がつけられているのたとえば，カランタス

と同一種のものが北ボルネオでは Limpaga ある

L 、は Ranggau と呼ばれ，また，問販の木材を，

インドシナでは Soeren，インドネシヤでは Surian

または Suren，カンボジヤでは Chomcha， ベト

ナムでは Xoam moc と呼ばれているの

カランタスは比烏に広く分布しているが，とく
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に，パラワン， ミンドロ，カマリネスなどの地織に多く生産されている。パラワンに生産されるものが材

質的にも，もっともすぐれているといわれるつ普通は常緑の高木で，直径 150cm に達する，校下高 15

~20m， しかし，一般市場に出るものは，もっと小さ L 、。樹幹は通I直，円{之L状で，根張りはなL 、。材は軽

軟であるが，比較的強い。乾燥性も良好，ただし，厚板の場合は内部割れをおこしやすしら工作も容易。

心材は虫害をうけにく L 、。外気にさらしたり，接地しでも比較的耐久性があるつ材質的には同じセンダン

科のマホガニー (Swtetenia spp.) の軽軟なものとよく似ており，別名“ 7 1 リッピン・マホガニー"とも

呼ばれることがある。ラワン材も同名で呼ばれることがあるが本種とは関係ない。

用途としては，家具，キャビネット，楽器用材，高級葉巻タパコ箱，彫刻材， ïáli板，衣類棚，昆虫箱，

内部造作材，合板など，高級材，装飾用材として広く用いられている。

木材構造の記載用供試材は，真正のカランタスである林試材鑑 No. 5071，その他である。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

環孔材。孔圏の道管は 1~2 列。この環子[は随伴帯状柔組織によって一層はっきりしており，南洋材と

しては顕著な生長輸を形成している。 I挽材部の道管は，やや小さく，ほぼ均等に散布する。辺・心材の区

別はおおむねIYJ りょう，辺材は淡赤色，心材は赤色ないしff白赤禍色。木埋は交錯あるいは交走する。肌目

は比較的~J3.o 光沢は著しくな L、。強い永続性のシーダー臭があるが特徴的な味はなL 、。軽軟で気乾比重

0.53 (0.43)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概脈

道管，仮道管，真JI木繊維， ìf~1方向柔組織およひ.放射組織からなる。各要素の割合は，道管 12.00 % 

〔仮道管を含む)，真正木繊維 63.86%，幅1r7J向柔組織 9.58%. 放射組織 14.563皆。

b) 道管

早材部の子L閤道管は 1~2 列，孤立か，または 2 個あて複合する。~免材部の道管はやや小さしほぼ均

等に散布するが，ときには 2~3 個あて複合する。 1mm2 における分布数は 2~6 個，ほとんどの管孔が

片側を放射組織に接する。ときどき道管の内こうに陪色のガム状物質を充満するco 孤立管孔は，円形，広

楕円形， その径は， 放射方向で 90~280μ，接線方向で 85 ~230μ， 膜孔 2~3μコ道管要素は，長さ

300~850μ，単せん子L. せん孔板は水平か，やや傾斜する， 両端あるいは一端に舌状部または尾状部をも

つものが多L 、。膜孔は交互配7IJ.輪郭は円形，その径は 4~7 11-， 孔口は俸状，あるいは凸レンズ状。

c) 仮道管

道管状仮道管として，道管の知i囲，あるいは道管と道管の聞に数個接合して配列するつ細胞は，直径

35~45μ，長さ 450~650μ，膜厚1.0~1. 5 11-0 

d) 真正木級維

材の基礎組織を構成する。細胞はI直径 18~30μ，膜厚1.5~2.5μ，長さ 700~1.035~1 ， 460μ。

e) 軸方向柔組織

散在・周囲・帯状柔組織からなる。散在柔組織は比較的多く分布し，単ーまたは数個不規則に接続して

出現する。周囲柔組織は2'----4 細胞!隔をなして配列する。棒状柔組織は子L圏の部分に 3~10 細胞層をな

して配列する。細胞は直径 20~32μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 65~175μ， 内こうにときどき樹脂様物質を

充満する。

f) 放射組織

単列および多列からなるη 異性。単列放射組織は 1~8 細胞高，おもに直立および平伏の両細胞からな

るが，ときとして直立細胞のみからなる。多列放射組織は 2~5 (6) 細胞幅， 5~20 細胞高，長さで 200

~500μ 上下の両端部にやや大型の細胞を 1 個あてもつ典型的な紡錘状を呈するものが多L 、。多列部はほ

とんど平伏細胞からなるが，両端部および，ときどき周辺部に出現する大型細胞は，方形ないしは直立細

胞からなる。細胞の内こうに樹脂様物質を含む。


